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浮⿂礁モニタリング調査 

Ⅰ 平成 23 年浮⿂礁効果調査 

 

漁業資源課 荻⽥ 淑彦 
 

 

１ ⽬的 
 表層型浮⿂礁「⼟佐⿊潮牧場」（以下、⿊牧ブイ）は顕著な漁獲効果により漁業者から⾼い

評価を得ており、平成 23 年現在 15 基体制で設置・運営されている。また、平成 13（2001）

年から設置が始まった中層⿂礁は、平成 18（2006）年 12 ⽉までに沿岸型中層⿂礁５カ所と

沖合型中層⿂礁８カ所が造成されている。この調査は、⾼知県が設置した浮⿂礁について漁獲

効果を把握し、本県海域に適した浮⿂礁漁場造成に活⽤することを⽬的として実施した。 

 

２ 調査⽅法 
 調査に⽤いた主な資料は浮⿂礁利⽤漁船の操業⽇誌で、これに加え漁業者等からの聞き取り

や⽔試調査船による確認結果を補⾜して浮⿂礁の利⽤状況を推定した。 

操業⽇誌は⿊潮町佐賀地区 19 トン型竿釣船１隻、東洋町甲浦地区７トン級竿釣船 1 隻、⼟

佐清⽔地区６トン級曳縄船１隻の計３隻に依頼した。さらに⾼知県漁港漁場協会が実施した浮

⿂礁漁獲効果標本船調査（宿⽑地区曳縄船 3 隻、佐賀地区曳縄船１隻）の集計結果も使⽤した。 

豊後⽔道沖のえひめ１号ブイ（以下、えひめブイ）は、本県漁船の利⽤が多く、継続的に顕

著な漁獲効果を上げているので⿊牧ブイと同様に集計を⾏った。 
 

３ 結果と考察 
（１）平成 23（2011）年浮⿂礁効果 
１）標本船の浮⿂礁利⽤状況 

標本船４隻が平成23（2011）年に操業した浮⿂礁の⽉別利⽤回数を図１に⽰した。 

⼟佐清⽔地区標本船は、13号ブイを主体とする⻄部海域ブイでの曳縄釣に周年従事している。

主たる利⽤浮⿂礁は、11,13,18号,えひめブイで、13号ブイの利⽤が5割、18号の利⽤が3割を

占め、4〜５⽉はほとんど13号ブイで操業していた。 

各種⼀本釣、曳縄、⽴縄、延縄釣漁業に従事している佐賀地区標本船では、⼀般漁場での操

業が多く、浮⿂礁の利⽤が多かったのは1⽉、6〜8⽉、及び11⽉以降であった。利⽤浮⿂礁は、

６,8,９,12,14,18,20号ブイ、佐賀地区の中層⿂礁で、12号ブイの利⽤が5割をこえた。11〜12

⽉には平成22（2010）年と同様に、12号ブイでヨコ漁に従事した。 

宿⽑地区標本船は、夏季のヨコ新⼦漁以外は浮⿂礁での曳縄、流し釣操業が主体で、えひめ

ブイと11号ブイの利⽤が9割とほとんどを占め、3〜6⽉は11号ブイ、9〜12⽉はえひめブイを

主に利⽤していた。 

甲浦地区標本船は、1⽉に15号ブイで曳縄、4〜8⽉は15号ブイで⼀本釣を主体に操業した。

利⽤浮⿂礁は、15号ブイが9割以上を占めていた。 
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図１ 標本船の浮⿂礁操業回数（平成23（2011）年） 
 

 ⿊潮町佐賀地区19トン型竿釣船を主体とする16隻（以下、佐賀グループ船、⼀部19トン未

満船を含む）の船間連絡記録を集計し、平成23（2011）年における⾼知県沖浮⿂礁（えひめ

ブイを含む）の利⽤状況を図２に⽰した。 

浮⿂礁の年間操業回数は合計524回で、平成21（2009）年の541回、平成22（2010）年の

712回を下回った。浮⿂礁の利⽤は4〜5⽉と10〜11⽉に多かった。年の前半はもっぱら11,13

号ブイが利⽤されたが、年の後半には中東部海域の浮⿂礁も多く利⽤された。 

操業回数が最も多かったのは13号ブイで、全操業回数の半数以上の273回利⽤された。次に

多かったのは11,12号ブイで、11号ブイは前半、12号ブイは後半に利⽤が多かった。例年⽐較

的多く利⽤される18号ブイ、えひめブイはともに29回の利⽤に留まった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 佐賀グループ19トン型竿釣船の浮⿂礁操業回数（平成23（2011）年） 
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（単位：百万円）

漁業種類 地区 利⽤漁船の船型と隻数  ⼤⽉沖 沖ノ島沖 ⾜摺岬沖 同左 同左 同左 興津沖 窪川沖 ⾼知沖 安芸沖 中芸沖 室⼾岬沖 同左 芸東沖 甲浦沖 計

  21号 11号 13号 18号 ９号 ６号 ８号 20号 12号 １４号 17号 10号 16号 15号 19号

  ⿊潮町 13-18ﾄﾝ級2隻、19ﾄﾝ型7隻 387t

奈半利町 19ﾄﾝ型1隻

⼟佐市 19ﾄﾝ型1隻 1 14 152 10 1 4 0 0 7 5 0 1 9 4 1 209

⼟佐清⽔市 19ﾄﾝ型2隻

愛南町（愛媛） 14ﾄﾝ級1隻、19ﾄﾝ型2隻 平均

⼩計 １6隻 540円/kg

東洋町 7〜14ﾄﾝ級7隻

⼟佐市 9ﾄﾝ級1隻、19ﾄﾝ型1隻

須崎市 5〜12ﾄﾝ級11隻

中⼟佐町 5〜16ﾄﾝ級6隻

⿊潮町 5〜18ﾄﾝ級6隻 0 15 140 19 0 4 0 0 6 1 0 1 1 34 0 221

⼟佐清⽔市 5〜8ﾄﾝ級13隻

宿⽑市 19ﾄﾝ型1隻

その他 5〜10ﾄﾝ級3隻、

⼩計 約50隻

計 約70隻 1 29 292 29 1 8 0 0 13 6 0 2 10 38 1 430

東洋町 5〜9ﾄﾝ級5隻  
奈半利町〜安芸
市

5ﾄﾝ級約20隻
⼟佐市〜中⼟佐 5ﾄﾝ級約30隻

⿊潮町 5ﾄﾝ級約30隻

⼟佐清⽔市 5ﾄﾝ級約25隻 4 28 88 18 1 4 0 0 50 1 0 2 0 9 0 205

清⽔在港安芸船団8〜10ﾄﾝ級約10隻

宿⽑市 5ﾄﾝ級約１0隻

計 約130隻

合   計 約200隻 5 57 380 47 2 12 0 0 63 7 0 4 10 47 1 635

⻄部地区 中部地区 東部地区

その他の

竿釣船

曳縄船等
(流し釣を

含む）

佐賀19ト
ン型グ
ループ

（曳縄兼業船
を含む）

⼩型竿釣船

⼩型竿釣
船

２）集⿂・利⽤状況 
平成 23（2011）年は、13 号ブイでは、4〜5 ⽉にカツオ、ビンタが集⿂し、佐賀グループ

船を含む竿釣船、曳縄船、流し釣船で賑わい、操業船は多い⽇には 40 隻以上に達したが、６

⽉以降集⿂が続くものの低調となり、８⽉には操業船は少数となった。10 ⽉になるとカツオ、

ビンタの集⿂が⾒られるようになり 12 ⽉まで佐賀グループ船を含む竿釣船、曳縄船で賑わっ

たが、操業隻数は多い⽇には 25 隻程度であった。11 号ブイでも 4〜5 ⽉にカツオ、ビンタが

集⿂し、操業船は多い⽇には 20 隻以上に達した。 

18 号ブイでは、平成 22（2010）11 ⽉からカツオ、ビンタ、ヨコが集⿂しており、1 ⽉に

は竿釣船、曳縄船、流し釣船が多い⽇には 30 隻以上に達した。 

12 号ブイでは、11〜12 ⽉にカツオ、ヨコが集⿂し佐賀グループ船を含む竿釣船、曳縄船、

流し釣船で賑わい、操業船は多い⽇には 70 隻以上に達した。 

15 号ブイでは、6 ⽉にカツオが集⿂し竿釣船、曳縄船で賑わい、操業船は多い⽇には竿釣船

主体で 13 隻に達した。10〜11 ⽉には、佐賀グループ船を含む竿釣船、曳縄船が利⽤した。 
 

３）⿊牧ブイ漁獲⾦額 
平成 23（2011）年の⿊牧ブイでの漁獲⾦額を表１に⽰した。合計の漁獲⾦額は約 6 億 4 千

万円と推定され、前年の約 5 億 6 千万円を上回った。このうち約３分の２にあたる 4 億 3 千万

円が竿釣船による漁獲で、約３分の１の約 2 億 1 千万円が曳縄船等による漁獲とみられた。ま

た、佐賀グループ船の漁獲⾦額は約 2 億 1 千万円で、全体の約３分の１であった。 

佐賀グループ船漁獲の３分の 2 以上が 13 号ブイでの漁獲であった。13 号ブイにおける曳縄

船等の推定漁獲⾦額は約 9 千万円で、曳縄船等による漁獲全体の約 4 割を占め、次いで 12 号

ブイが 5 千万円で、約 2 割を占めた。 

 

表１ 平成 23（2011）年（1〜12 ⽉）漁業種類別・ブイ別推定漁獲⾦額 
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ブイ別漁獲⾦額について平成 23（2011）年実績、前年までのブイ別年平均漁獲⾦額（19,20,21

号ブイは新設のため除く）及びブイ１基あたり平均漁獲⾦額を図３に⽰した。 

ブイ別漁獲⾦額では 13 号ブイが抜きん出て多く、全体の約３分の２を占める約３億 8 千万

円であった。13 号ブイは、このブイの前年までの平均漁獲⾦額約１億９千万円を⼤きく上回り、

平成 22（2010）年と同様に、⾼⽔準の漁獲となった。他のブイは総じて不振で、前年までの

累計から求めた１基あたり平均漁獲⾦額の約５千万円を上回るかこれに近い⽔準であったのは

11 号、18 号、12 号、15 号ブイの 4 基であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ 平成 22（2010）年ブイ別漁獲⾦額 
 

４）その他の浮⿂礁の漁獲⾦額 
20 号ブイが平成 22（2010）年 10 ⽉、21 号ブイが平成 22（2010）年 11 ⽉、19 号ブイ

が平成平成 23（2011）年 3 ⽉にそれぞれ中部海域、⻄部海域、東部海域に設置されたが、設

置後あまり時間がたっていないためか、⽬⽴った集⿂効果は現れていない。 

沖合型中層⿂礁は、漁業者の間で認知が進みつつあると思われるものの、今年は 13 ⼯区中

層⿂礁で数百万円の漁獲があったと推定されるに留まった。ヨコ新仔釣やブリ⽴縄の漁場とし

て定着してきた沿岸型中層⿂礁では、この年これといった漁獲情報が得られなかった。 

えひめブイは平成 22（2010）年は不振であったが、平成 23（2011）年は約 6 千万円（曳

縄船約 5 千万、竿釣船約 1 千万円）の漁獲があったと推定された。 

 

（２）⿊牧ブイ漁獲⾦額の推移  
最初の実験ブイである⿊牧１号が設置された昭和 59（1984）年以降のブイ設置経過と漁獲

⾦額の推移を表２に⽰した。平成 13 年の 18 号ブイ設置により⿊牧ブイの設置基数は 12 基、

平成 22〜23 年には 19,20,21 号ブイ設置により設置基数は 15 基となった。 

実⽤型ブイの設置が開始された昭和 62（1987）年からの 24 年間での累計漁獲⾦額は 97 億

円をこし、ブイ１基あたりの年間平均漁獲⾦額は約４千 7 百万円であった。ブイ別では 13 号

ブイが例年好成績で、平成 2（1990）年、平成 16（2004）年を除き断然１位の漁獲が得られ

ており、年平均漁獲⾦額は２億円以上である。次いで 18 号ブイが年による差が⼤きいものの

好成績で、年平均漁獲⾦額は１億円近い。年平均漁獲⾦額ではこれら２基が卓越しているが、

他のブイでも年により１億円前後、あるいはこれを上回る漁獲が得られてきた。 
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3-6⽉ 914隻

9-11⽉ 3-6⽉ 9-11⽉ 3-6⽉ 9-11⽉ 3-6⽉ 9-11⽉ 3-6⽉ 9-11⽉ 5-7⽉ 9-12⽉ 2-5⽉ 10-12⽉ 4-7⽉ 9-12⽉

728隻 145隻 266隻 106隻 710隻 236隻 545隻 235隻 397隻 121隻 400隻 156隻 434隻 199隻 276隻

全ブイ合計年間漁獲⾦額とブイ稼働基数の推移を図４に⽰した。設置基数が 10 基に達した

平成 12（2000）年以降の漁獲⾦額では、諸条件に恵まれ卓越した漁獲が得られた平成 16（2004）

年を除くと、平成 23（2011）年は平均額約４億 6 千万円を上回る⽔準であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ⿊牧ブイ漁獲⾦額の推移 
 

（３）ブイ操業における佐賀グループ竿釣船の漁獲率 
各ブイ漁場での佐賀グループ船の操業について集⿂状況や釣れ具合の指標として、１⽇の合

計漁獲量（トン）を操業船の隻数で除した値を「ブイ操業の漁獲率」と定義した。平成16（2004）

年以降の操業結果から、３〜６⽉（平成21,23年は４〜７⽉、平成22年は２〜５⽉）及び９〜

11⽉（平成21,23年は９〜12⽉、平成22年は10〜12⽉）の平均漁獲率をブイ毎に算出し、操

業回数が多かったブイについて、図５に⽰した。 

平成23（2011）年の春夏季の漁獲率は、13,11号ブイで1トン/隻を越え、豊漁年であった平

成16（2004）年を除くと⽐較的⾼い⽔準であった。 

秋冬季の漁獲率は、13号ブイで0.5トン/隻を越えたが、全般に低⽔準であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 佐賀グループ竿釣の浮⿂礁操業における漁獲率 


